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一 般 質 問 順 序

１   浜 田 修 一 郎  君

（１１月２９日（金）１０時～１０時５０分）

２   稲 葉 富 士 憲  君

（１１月２９日（金）１１時～１１時５０分）

３   楠 田 一 男  君

（１１月２９日（金）１３時～１３時５０分）

４   井 戸 清 司 君

（１１月２９日（金）１４時～１４時５０分）

５   浅 田 良 弘  君

（１１月２９日（金）１５時～１５時５０分）

６  杉 本 一 彦  君

（１２月 ２日（月）１０時～１０時５０分）

７   四 宮 和 彦  君

（１２月 ２日（月）１１時～１１時５０分）

８   森      篤  君

（１２月 ２日（月）１３時～１３時５０分）

９   重 岡 秀 子  君

（１２月 ２日（月）１４時～１４時５０分）

※ 質問時間は、進行状況によって変更することがあります。
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一 般 質 問 要 旨

議 員  浜 田 修一郎  

２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの開催を見据え、以下の事項について伺

う。

１ 今後、大きな経済効果が期待されるが、本市においても国内外の選手団の合宿誘致等、

具体的な取り組みを進めるべきと考えるが、いかがか。

２ 本市内に在住、在学する選手の強化を行い、オリンピック・パラリンピックへの出場

を目指す選手への育成を図っていくべきと考えるが、いかがか。

  あわせて、体育施設等の整備も必要と考えるが、いかがか。
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一 般 質 問 要 旨

議 員  稲 葉 富士憲  

１ 公園の設置について、以下伺う。

⑴ 児童が遊べるような公園を整備していただくために、地域において、どのような要

件が必要か。

⑵ 本市南部地域における公園設置の必要性について、どのような見解を持っているか。

２ 保育所における食物アレルギー対策について、どのように行っているのか伺う。

３ 本市がかかわる以下の施設へのクレームに対し、どのように対応しているのか伺う。

⑴ 市民病院について

⑵ 民営保育所について

⑶ 小・中学校について
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一 般 質 問 要 旨

議 員  楠 田 一 男  

以下の３点について、市長の所見を伺う。

１ 本市における文化芸術の創造と発信機能の強化について、どのように考えているか。

また、文化芸術を地域・観光・産業の振興対策へどのように生かそうとされているか。

２ 本市の観光地として全国的に知られている「城ヶ崎」は、ピクニカルコースや市道城

ヶ崎線の歩道及び門脇駐車場等の整備が進められ利便性が向上したが、城ヶ崎に至る市

道蓮着寺線から城ヶ崎線においては、著しい傷みも見受けられ、市民はもとより来遊客

の安全確保が懸念されている。早急に整備する必要があると思うが、いかがか。

３ 「恋するフォーチュンクッキー」の伊東八景バージョンを制作し、ＹｏｕＴｕｂｅ等

の無料動画サイトを活用して発信することで、本市への来遊客が増加すると考えるが、

いかがか。
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一 般 質 問 要 旨

議 員  井 戸 清 司  

本市の社会保障の現状と展望について

１ 地域包括ケアシステムの構築に向けた本市の考え方と進捗状況について伺う。

２ 在宅医療連携拠点事業に対する本市の考え方と取り組みについて伺う。

３ 医療と介護予防サービスの連携について、市民病院の健診機能を生かした医観連携シ

ステムや温泉を利用した本市独自の施策展開が必要であると考えるが、いかがか。

４ 介護分野における看護の役割は重要となってきており、看護師の需要がますます高ま

ると考えるが、介護サービスとの連携状況や確保策について伺う。

５ 本市における子育ち・子育て支援策の取り組みと今後の見通しについて伺う。
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一 般 質 問 要 旨

議 員  浅 田 良 弘  

１ 本市における土砂災害の防止・軽減策に関し、以下３点伺う。

⑴ 土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域の指定に関し、県が実施している基礎調

査の進捗状況について

⑵ 崩壊、地すべり、土石流等が発生するおそれのある地域への対策について

⑶ 市民への避難指示や被災者支援に係る対策について

２ 防災情報システムの構築と充実を図るべく、同報系防災行政無線（屋外拡声子局）の

デジタル化について伺う。

３ 災害時応援協定（自治体間相互応援協定）に関し、その現状を伺う。

  また、締結から一定期間が経過した協定の検証及び見直しは行われているか伺う。
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一 般 質 問 要 旨

議 員  杉 本 一 彦  

１ 本市市街地における再開発「伊東駅周辺地区整備事業」について

⑴ 「伊東駅周辺地区整備事業」の実現に関しては、事業協力者が見つからないため厳

しい状況であると伺っているが、本市の言う事業協力者とは具体的にどのような協力

者のことを指すのか、また、これまでその協力者を求める上で、どのような取り組み

がされてきたか伺う。

⑵ 長年にわたり市街地再開発計画の作成に取り組んできた「伊東駅周辺地区整備事業」

であるが、今後も市として推進していくか伺う。

２ 本市の生活保護受給者について

⑴ 本市の生活保護受給者及び世帯数に関し、ここ数年の経過と現況について伺う。

⑵ 市内において、仮に不正受給者が存在するとの情報を入手した際、生活保護の不正

受給防止に関し、市として、どのような対応と対処をしているのか伺う。

   また、不正受給に対しては、どのような罰則があるのか伺う。
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３ 本市の野良猫対策について

⑴ 現在、本市の野良猫対策として、どのような取り組みが行われているか伺う。

また、その取り組みの状況は十分であると考えているか伺う。

⑵ 市としても民間と協働し、Ｔ・Ｎ・Ｒの取り組みを積極的に推進すべきと考えるが、

市長の考えを伺う。

４ 八幡野の山合いに放置された産業廃棄物（ごみ）について

⑴ 安全性について、調査の結果はどうであったか伺う。

⑵ 水路に流れ出ないための処置をする等、現場の安全対策をお願いしてきたが、その

後の経過を伺う。

⑶ 来年１１月までに撤去するという計画書が提出されているが、現状について伺う。
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一 般 質 問 要 旨

議 員  四 宮 和 彦  

本市における公共交通政策について以下伺う。

１ 伊東市内及び伊豆東海岸の公共交通における諸問題をどのように認識しているか。

⑴ バス及びタクシー事業について

⑵ 鉄道事業について

⑶ 航路事業について

⑷ 各事業の相互連携の観点から、調整の必要性等について、どのように考えているか。

また、公的支援について、今後の方向性を伺う。

２ 伊東市地域公共交通会議について以下伺う。

⑴ 同会議の開催頻度はどの程度か。

⑵ 同会議の委員構成及び委員の選任方法について伺う。

⑶ 過去に同会議で審議された議案はどのようなものか。

⑷ 同会議における審議事項や会議録等に係る公開状況について伺う。

⑸ 同会議によって得られた成果はどのようなものか。

⑹ 公共交通政策について、自治体間の連携は十分に図られているか。
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３ 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく協議会について以下伺う。

⑴ 本市は同協議会を設置しているか。

⑵ 設置の意義、必要性をどのように考えているか。

⑶ 道路運送法に基づく地域公共交通会議と同協議会との関係性をどのように捉えてい

るか。

   また、今後、同協議会を設置する場合、両会議の位置づけについて、見通しを伺う。
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一 般 質 問 要 旨

議 員  森     篤  

１ 平成２４年６月議会において、私が行った伊東市公共経営改革大綱に関する質問のう

ち、伊東市経営の基本的なあり方、手法等を条例によって明文化する伊東市自治体経営

基本条例（仮称）の検討状況について、市長は、自治体経営の基本的原則や条例の必要

性等についても検討している旨の答弁をしているが、その後の検討の進捗状況を伺う。

２ 共用車「ヴェルファイア」は、専ら市長公室課によって使われており、市長専用車の

感がある。これまでにも当該共用車の使い方について問題を指摘してきたところである

が、改善が見られない。市長は、このことについてどのように考えているか質す。

  また、一般的に庁用車の購入は、どのようにして行われているか伺う。

３ 教育委員会の一層の透明性の確保に関して以下伺う。

⑴ 教育委員会の会議における秘密会の扱いはどのようになっているか。

⑵ さきの全国学力・学習状況調査の分析に係る進捗状況はどのようになっているか。
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一 般 質 問 要 旨

議 員  重 岡 秀 子  

１ 来年４月に消費税３％の増税がされるが、新年度予算編成に及ぼす影響について伺う。

また、市内経済にはどのような影響が予想されるか伺う。

２ 伊東駅前の市営駐車場は、ＪＲ伊東線などで遠方へ外出する方の利用も多いことから、

利用料金の上限額を設けることにより、利便性の向上を図るべきと考えるが、いかがか。

３ 心身ともに癒やされる観光のまちづくりの一環として、「バリアフリー」の観点を取り

入れ、障がい者用トイレなどは民間施設も含め設置の数をふやし、利用しやすい環境の

整備と周知を図るべきと考えるが、いかがか。

４ 市内小・中学校における３５人学級の実態、及び、軽度発達障害や低学年の児童に対

する支援員の配置体制について伺う。

  あわせて、現場の実態に合わせた人員配置等も考慮していくべきと考えるが、いかが

か。


